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「 笑 顔 」 で 暑 中 お 見 舞 い 申 し 上 げ ま す ！

仁 賀 保 高 校の 生 徒 ・保 護 者 、 職員 の 皆 様 、暑 中 お 見 舞い 申 し 上げ ま す 。 夏季 休 業 に 入っ
て ちょ う ど 半 分、 折 り 返 し地 点 の １５ 日 目 と なり ま し た 。皆 さ ん 、 いか が お 過ご し で し ょ
う か？

夏季 休 業 中 の学 校 の 様 子を 、 是 非と も ホ ー ムペ ー ジ で 御覧 く だ さ い。 ７ 月 ２７ 日 （ 月 ）
に 実施 さ れ た 中央 大 学 理 工学 部 の オン ラ イ ン によ る 学 校 説明 会 と ３ １日 （ 金 ）に 開 催 さ れ
た 体験 入 学 に つい て は 、 在校 生 と 保護 者 を は じめ 、 本 校 に縁 の あ る 皆さ ん に は、 是 非 知 っ
て ほし い 情 報 です 。 ま た 、今 後 掲 載さ れ る 情 報に も 注 目 して く だ さ い。

１ 中 央 大 学 理工 学 部 人 間総 合 理 工学 科 山 村 寛教 授 に よ るオ ン ラ イ ン説 明 会
中央 大 学 理 工学 部 の 学 校説 明 会 は、 開 校 以 来初 め て の 試み で す 。 当初 山 村 教授 が 来 校 し

て 大学 の 説 明 等を 行 う 予 定で し た が、 新 型 コ ロナ ウ イ ル ス感 染 症 の 影響 を 考 慮し て 、 オ ン
ラ イン で 実 施 され ま し た 。

2019年 ２ 月 、「 若 者 が ミズ か ら 学ぶ 未 来 討 論会 」 へ の 参加 を き っ かけ に 、 にか ほ 市 の 支
援 を受 け た 仁 高生 が 「 未 来型 水 循 環都 市 に か ほモ デ ル 」 の立 案 を 、 中央 大 学 や秋 田 大 学 、
専 修大 学 、 秋 田高 専 と と もに 取 組 みま し た 。 参加 団 体 の なか で 唯 一 の高 校 と して 、 地 域 で
生 きる 高 校 生 らし い 発 想 によ る 提 案を し ま し た。 そ の 内 容が 大 変 素 晴ら し く 、新 聞 に も 取
り 上げ ら れ ま した 。 2019年８ 月 に は、 コ ー デ ィネ ー タ ー の「 日 水 コ ン」 や 「 にか ほ 市 」 の
御 指導 ・ 御 支 援を い た だ きな が ら 、横 浜 市 で 開催 さ れ た フォ ー ラ ム での プ レ ゼン テ ー シ ョ
ン を行 い 、 中 央大 学 は も とよ り 、 全国 か ら 好 評を 得 ま し た。 こ の 実 績が 、 今 回の オ ン ラ イ
ン 説明 会 に つ なが っ て い ます 。

今回 の 説 明 会（ 指 定 校 推薦 ） に は、 中 央 大 学が 仁 高 生 の潜 在 能 力 を高 く 評 価す る メ ッ セ
イ ージ と 、 本 校か ら 中 央 大学 へ 進 学し て 研 究 して ほ し い とい う エ ー ルが 込 め られ て い ま す。

現在 仁 賀 保 高校 で は 、 「い ち じ くい ち 」 「 番楽 」 「 ジ オパ ー ク 」 の三 本 柱 によ る 「 総 合
的 な探 究 」 を 軸に 、 地 域 の未 来 に どう か か わ って い く か 、生 徒 一 人 ひと り が 自分 の 考 え を、
師 友と 共 有 し 発信 し て い く取 組 み を行 っ て い ます 。

仁高 生 に は 、先 輩 方 が 取り 組 ん でき た 「 地 域活 性 化 」 のア イ デ ア を踏 ま え て、 こ れ か ら
益 々「 躍 動 す る地 域 を 創 造す る 」 画期 的 な プ ラン を 出 し てく れ る も のと 期 待 して い ま す 。

２ 体 験 入 学
コロ ナ 対 策 を踏 ま え て 、昨 年 ま でと 違 っ た 体験 入 学 を 企画 し た 、 仁賀 保 高 校の 挑 戦 を 応

援 して く だ さ い。

少子 化 が 進 むな か 、 全 県下 の 高 校と 同 様 に 、本 校 へ の 入学 希 望 者 は減 少 し てい ま す 。 こ
の よう な 状 況 では あ り ま すが 、 本 校が 進 む 道 は、 「 メ デ ィア 」 科 の ノウ ハ ウ を活 用 し て 、
「 地域 に 貢 献 する 人 材 」 を育 成 す るこ と で す 。文 部 科 学 省で 普 通 科 を改 変 す る動 き が あ る
な か、 そ の 一 例で あ る 「 地域 探 究 科（ 仮 ） 」 の内 容 は 、 すで に 本 校 では 「 総 合的 な 探 究 の
時 間」 等 を 活 用し な が ら 実践 し て いま す 。 そ の意 味 で 仁 賀保 高 校 は 、時 代 を 先取 り し た 学
校 と言 え ま す 。

今回 の 体 験 授業 は 、 各 教科 が 行 う従 来 の 形 態を 大 胆 に 変更 し 、 学 校教 育 の スタ ン ダ ー ド
と なり 得 る 「 地域 探 究 科 （仮 ） 」 を先 取 り し た「 体 験 と 実践 を 伴 っ た探 究 的 な学 び 」 と
「 メデ ィ ア 科 」の 授 業 を 、参 加 者 全員 に 経 験 して も ら い まし た 。 体 験入 学 を きっ か け に 、
参 加し た 中 学 ３年 生 は も ちろ ん で すが 、 本 校 の実 践 を よ り多 く の 皆 さん に 知 って い た だ き、
仁 賀保 高 校 を 理解 し 応 援 して い た だく た め に 、在 校 生 と 保護 者 の 御 協力 を お 願い し ま す 。

在校 生 諸 君 には 、 大 学 で評 価 さ れた 仁 高 生 の探 究 力 と プレ ゼ ン 能 力を 励 み にし て 、 自 分
の 住ん で い る 地域 の 魅 力 につ い て 、夏 季 休 業 の後 半 を 活 用な が ら 、 よく 観 察 して ほ し い と
思 いま す 。 生 徒一 人 ひ と りが 自 分 の内 面 に 秘 めて い る 地 域の 活 性 化 策を 、 人 前で 堂 々 と 提
案 でき る 仁 高 生に 近 づ く 訓練 を し まし ょ う 。 その た め に 、観 察 眼 の 育成 、 発 想力 を 鍛 え メ
モ する 習 慣 、 プレ ゼ ン 時 の心 構 え 等を 研 究 し まし ょ う 。 仁賀 保 高 校 は、 全 県 から 注 目 さ れ
て いる 高 校 で す。 仁 高 生 一人 ひ と りが 誇 り を 持ち 、 胸 を 張っ て 取 り 組ん で く ださ い 。

★ ア イ コ ンタ ク ツ （ ｉ con t acts） を 心 が けて く だ さ い。 目 と 目で 通 じ 合 い、 face
to face で 向 き 合 いな が ら 、「 考 え な がら 行 動 す る」 笑 顔 の 素敵 な 人 間た れ ！

★ メ モ を とる 習 慣 を 確立 し ま しょ う 。 生 徒手 帳 を フ ル活 用 し て くだ さ い 。メ モ を と
る 習 慣 は 、将 来 必 ず 役に 立 ち ます 。

★ 意 識 力 ＝意 思 ・ 意 志（ 瞬 間 ）＋ 気 力 （ 持続 ） で す 。意 識 力 を 育成 す る こと で 、 学
ぶ 力 が 増 幅し ま す 。 考え た こ とを 継 続 し てや り 抜 き まし ょ う 。

★ Ｇ Ｔ Ｈ は、 「 疑 問 →探 究 → 発見 」 と い う学 び の 方 程式 で す 。
★ 「 自 己 有用 感 」 を 高め て く ださ い 。 そ のた め に あ なた は 何 に 挑戦 し ま すか ?

自 分 が 誰か の 役 に たつ た め には 、 感 謝 の心 と 自 己 肯定 感 を 持 つこ と が 大切 で す ！
★ Ｎ Ｐ Ｔ は仁 賀 保 高 校プ ロ グ ラミ ン グ 思 考の 略 称 で す。 Ｎ Ｐ Ｔ を意 識 し て、 学 び を

活 性 化 し まし ょ う 。 プロ グ ラ ミン グ は 、 Trial＆ Errorで 進 め ま しょ う ！


